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の工業化成功の経験がj 東南アジア地域に適用可能である四かという ζ とである。著者
は，アジア地域を，工業化が最も進んでいるアジア NICs，次いで ASEAN，遅れてい
る南アジアというように大別されている。東南アジアが採るべき政策は重経済発
展モデルで説明される韓国・台湾の経験から引き出される。日本がアジアの中でそデル
となってきたように斡国・台湾の工業化が他のアジア諸国に つのモデルを提供する可
能性は否めない。しかし，東南アジアで進行中の工業化で両国と異なる点は，工業化が
首都圏を中心に進んでいるということである。タイ国で央型的にみられる首都圏主導型
の工莱化が，韓国・台湾がみせたような実績を達リ成できるUかについて，評者は栄観的
に考えてはいない。加えて，アジア諸国の発展戦略は，工業化以外にはあり得ないりだ
ろうか。
広大なテーマではあるが，この聞いかけとともに，著者の研究が多様性を秘めたアジ
ア地域の経済発展の理論化に向けて躍進することを期待して書評由締め括りとしたい。
